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この敵軍の潮をエウフラテス東岸へ押 し戻 した。(中 野好之訳、筑摩文庫版巻10)
このよ うに、当時エ ジプ トに拠 って いたイスラム政 権のマムルー ク朝は、怒濤 の蒙古騎
馬軍 団を 「武勇」 「規律」に よって北方へ撃退 した こ とを強調 している。(今 日この戦 闘は
1260年 の アイ ン ・ジャールー トの戦 い と呼 ばれ、マ ムルー ク軍団が"イ スラム世界 の防
衛者"と して支配 の正 当性 を獲得 した重要 な戦役 である と認識 され ている1)
他 の一方 とは、い うまで もな くヨー ロッパであ る。バ トゥー の大軍 はポー ラン ドの リー
グニ ッツ(ワ ールシ ュタ ッ ト)の 戦いで西欧連合軍 を大破 した にもか かわらず、何故か蒙
古軍は南転 してハ ンガ リーへ向ったが、 ギボンはそ の事情 を
一方タタール人(蒙 古人)の 側 も実はフランク人の名声と武勇に恐れをなしていて、




さてそれでは、 日本の対蒙古戦役(文 永 ・弘安の役)は 、"神風"と い う天佑がなけれ
ば 日本に全く勝 目がなかった戦争なのであろうか。近年の研究では、文永の役(1274)に
於ては、 日一蒙間は数 日に亘って筑紫平野で戦い、長期占領は困難 とみた蒙古軍が自発的
に引揚げたものであること、蒙古軍を襲った風雨は帰途玄界灘で起ったことが事実 と考え





エジプ ト・ドイツの3ヶ 所では、強力な抵抗にあって、当該地の武力に撃退 されたのである。




がユーラシアに猛威を振った13世 紀に、イン ドに於て元軍に抵抗 してその征服下に入 ら
なかった奴隷王朝(パ タン王朝)が 知られている。シリアに於てモンゴル軍を押 し返 した
マムルークは、カイロのナイル川中のローダ島で養成されたキプチャク系の軍団であった
とい う。その後、軍団はキプチャク系からチュルケス系に移行したが、一貫してシリアと







maw稷iと して、社会的な地位向上を果 した」 ことが、非アラブ軍団形成の背後事情にあ
ることは確かとみ られる。






次に、マムルーク朝 と日本の室町時代の社会について、学院(マ ドラッサ)の 建設 とい
う視点から観察 したい。 日本の禅宗は、鎌倉初期 に栄西や道元によって中国から導入 され
た。封建王政をスター トさせた武家=幕 府によって王権を外護する宗教 として重んじられ、
鎌倉 に五山が、京都に建仁、東福の2寺 が創建 されたが、首都に於る学院(マ ドラッサ)
として大々的に整備 したのは、室町幕府の3代 将軍、足利義満である。
南北朝時代(14世 紀)は なお南都北嶺を中心 とする旧仏教の力が強 く、京都を首都 と
した王権=幕 府が禅院を拡充することに抵抗があ り、14世 紀半ば(義 満が幼将軍で、管
領の細川頼之が執政 した時期)に は、新築の南禅寺楼門が、叡 山の圧力で破壊、撤去され
る事件があった。 しか し、1379年 執政を始めた義満は、積極的に財源 を投 じて南都北嶺
の旧仏教を懐柔 し、彼等を無抵抗にした上で、南禅 ・天竜 ・相国 ・万寿以下の禅院を或い





亡んだ有力守護大名から没収 した厖大な欠所地(荘 園)が 寄進された。これ ら潤沢な財源
によって、五山に於ては仏事 ・法事(宗 教儀式)だ けでなく、漢詩文の創作、儒教や中国
史書・古典の講読と研究が行われた。さらに漢籍・古典の印刷出版も五山が行った(五 山版)。
新 しい儒学である朱子学や 『孟子』の講義 は、義堂周信(1325-1388)ら の禅僧が14世 紀
末に五山で行ったのが最初である。5
むうまち どの
義満は将軍を辞 し出家す るが、室町殿(足 利氏家督)と して政治を行い、公家 ・武家 ・
寺社の三大権門の頂点に立った。自らは北山第に住んだが、しばしば洛中洛外に出遊 し民
衆の面前で演技(パ フォーマンス)を 行った。毎月七 日間の祈祷(宗 教儀礼)を 自ら主催
し、昼は顕密の高僧を北山第の壇所に集めて仏教の法会を、夜は陰陽寮頭(陰 陽道の最高
司祭)の 土御門有世の私邸で、中国の道教思想に基づ く陰陽道祭を実施 した。以後、天皇




ルタンによる学院(マ ドラッサ)の 建立に対応 し、土豪 ・農民による土一揆 と徳政令公布
は、カイロの食糧暴動 とスルタンによる財務長官の罷免 に対応する。将軍義政が米価つ り
かんじんひじり がん あ み
上げを計る米商人を処刑 したり、将軍義政が勧進聖の僧顔阿弥に命じて飢民救済の粥施行
実施 した等は、いずれもマムルーク朝スルタンに類似の対応行動が見られる。7
以上のように、マムルーク軍制 と日本の武士団統御(御 家人制)の あり方に、極めて共
通する側面があること、および、日本の室町政権とエジプ ト中世王朝に併行現象がみられ
る事実は、両地域の封建制度に共通性があること、天皇と将軍(室 町殿)、 カ リフとスル
タンとい う王権(権 力 と権威の分離)の あり方に共通点が認められることと、無関係では
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